
清沢の
今日
か
ら
明日
を分
析し 、
見

返すカに
敬意を
払っ
てい
たの
で
あ

る 。
かれの日
記を読めば 、
それが

わかる 。
昭
和二
十
年五
月の
か
れの

不測の
死は 、
日
本に
とっ
て
まこ
と

に
無念なことだっ
た 。
五
十五
歳だ

っ
た ．清沢剖の日

記は
私に
勇気を
与え

て
くれる 。

首長事
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義龍？
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心の
底か
ら
震嫁させ
られ
た
本と

い
うと 、
何といっ
て
も
中学二
年の

時に
ふ
と
統
ん
だ
太
宰
治
『人

間
失

絡』ハ新
潮
文庫ほ
か〉
で
あ
る 。
引

揚者でかつ
虚弱な
弱虫で
あっ
た
私

は 、
終
戦直後の
山
村で
叔
父たちに

育て
られ
る
荒々
し
くと
げと
げしい

人
間関係の
中で 、
内面
を
泥靴で
踏

みに
じられ
るよ
うな
思い
をした 。

小
学校六
年の
時
東京に
移っ
たが 、

心の
中に
は
幼
時体験の
深い
傷を
抱

えてい
た
私は 、
「

ひ
ら
めL
や
「

堀

私の血となり、 肉となった、 この三冊

ミL
を地中海に
浮かべ
て
放
浪した

と
きの
自由な
精神の
記
録と
しての

断章で
ある 。
並
木
先生が
配られ
た

フ
ランス
鰐の
テキス
ト
を当
時の
私

が
訳したメモに
よ
ると 、
こ
ん
な
文

章が
残っ
てい
る 。
守

政治
をする
人

は
維で
も 、
船長が
難船を避ける
義

務をもつ
の
と
同様に 、
戦争を避け

る
義務が
ある」 。

若き自の
私は
モ
lパツ

サン
の
文

章のい
くつ
か
をフ
ランス
結で
暗
摘

して 、
その一
語一
語に
共感したの

で
あっ
た 。

ス
タンダlルの
長縮小
説『パ
ル

ム
の
僧院』
や『
赤と
黒』
を
夢中で

続んだ
あとに
たど
りつ
い
たの
が 、

『恋
愛論』
で
あっ
た 。

当時 、
い
わ
ゆる
片
想いに
悩んで

い
たか
らで
も
あるが 、
相手を
奨化

する
結晶
作用に
よっ
て 、
ザル
ツ
プ

ルグの
岩塩の
小
枝がダイヤモン
ド

に
飾られ
るとい
う「ザルツ
プル
グ

の
小
枝」
の
意に
は 、
「あ

あ 、
ス
タ

ンダlルの
よ
うなこ
れほ
ど
偉大な

魂に
援し
得る
自分は
幸せだ」
とい

' ． ． 

木」
に
象徴され
る 、
弱者の
内部に

会
く無理
解な「世
間」
の
中で 、
そ

れに
適
合で
き
ず自滅する
主人
公の

運命に 、
自分の
可
能的
未
来を重ね

合わせ
て
傑然と
した ・
それとと
も

に 、
「ひ
らめ
や
堀
木」
が
「人

間」

で 、
大庭
禁詰臓が
「

失格人
間」
なの

か 、
本
当は
後
者の
方
が
「

哀の
人

間」
では
ない
か 、
とい
う
問題
を私

の
心に
植え
付
け 、
その
後の
思
想的

生涯の一
つ
の
主
題と
なっ
た ・

両
親は
ある
程度
真面
目な
仏教徒

で
あっ
たが 、
何れに
せよ
キリス
ト

教に
は
無
縁の
環境で
育っ
た
私が 、

い
わ
ば
「教

縫」
の
た
め
に
『

福
卑回

答』
を
続ん
だ
の
も
閉
じ

頃
で
あっ

た 。
「

柔
和
なる
もの
地
を
嗣が
ん」

の
英
語
吋
Z
gsr
臼
ZZ
Ero去

手0
82r・
は 、
「

弱虫の
天
下
と
な

る
ぞ」
と
択すべ
きでは
ない
か 、
な

ど
と
考え 、
こ
ん
なと
んで
もない
可

能性に
賭けて
自滅し
たイエ
スに
共

感した 。
法
学教師などに
なっ
て 、

外
見上
「ひ
らめ
や
堀
木」
と
同一
次

元で
生きて
きた
私は 、
太
宰やイエ

う曾き
込みが
ある ・
私の
十九
歳の

と
きで
ある 。

ツ
ヴア
イ
クの
『マ

ゼ
ラン』
は 、

フィ
リピン
のマ
クタン
ぬで
非撲の

汲期を遂げた
英雄の
功
績は 、
国
松平

証
言が
なかっ
た
ら 、
横取りされ
て

い
たで
あろ
う
史実を
感動的に
描い

てい
て 、
我が
家では
家族全員の
必

統文
献に
なっ
てい
る 。
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小
学生の
こ
ろか
ら
「も
うじ
き死

んで
し
まい 、
その
後は
永
遠の
無な

の
だか
ら 、
何をして
も
虚しい」
と

い
う
強迫
現
象のよ
うな
思いに
囚わ

れてい
た 。
こ
れに 、
近い
将来人
類

も
滅亡し 、
膨張する
太
陽に
地球も

呑み
込まれ 、
そうした
ら
生命の
誕

生は
じめこの

地上に
起こっ
た
すさ

まじい
ド
ラマ
を記
憶する
者は
何も

なくなるの
だ 、
とい
う
思い
が
重な

っ
ていっ
た 。
と
すると 、
ど
う
考え

て
も
生
き
る
意
味は
な
い
の
だ ・
時

スのよ
うに
自滅しなかっ
たことに 、

今で
も
界の
意識を感じてい
る 。

高校二
年の
時に
デ
カル
ト
『方

法

叙説』（白水Uブッ
クス
ほか〉
を
統

んだ ・
外
界の
存在は
疑わ
し
く 、
確

実なのは
「

我」
の
存在だ
けだ 、
と

い
うその
織論は 、
私に
哲学の
根源

性を
印象づ
けるとと
もに 、
内面の

主
観の
みが
其突だとい
う
当
時の
私

の
心
情に
訴えるとこ
ろ
も
あっ
た 。

しか
し

デ
カ
ル
ト

が 、
「

神の
善
意」

なる
もの
を持ち
出して
外
界の
実在

を

再構成したのは
非哲学的で 、
そ

れ
を
もっ
と
哲
学
的に
やっ
て
み
よ

う 、
と
考えた 。
それと
並
行して 、

主
緩か
ら
社会
的世
界を
再
構成しよ

うと
する
私の
社会
哲学の
営み
も発

足し 、
ホッ
プズ
研究などへ
と
連な

っ
てい
くことに
なる 。

r旬、国
際教袋大
道中2
2崎E
学嶺会
き雄お

＊
モ
l
パ
ッ
サ
ン
『
水
の
上』
（
青
柳

磁穆訳 、
新
潮文庫〉

折 、
こ
うした
私の
「

問題」
を両
親

や
教師たち
をは
じめ

周
囲の
大人た

ちに
告
白
する
と 、
一
笑に
付
さ
れ

た ・そと
で
私は 、
人
生に
は
子
供の
私

なんかが
想像で
きない
ほ
ど
重
要な

問題が
ある
んだ 、
大人に
なっ
た
ら

こ
んな「子
供っ
ぽい」
考えは
消え

てい
くに
巡
い
ない 、
と
思っ
て
い

た ・
だが 、
三
十歳を
過ぎ 、
四
十殺

を
過
ぎ
て
も 、
私の
問
題は
消
え
な

い 。
それどこ
ろか 、
ますます私の

身
体の
深い
とこ
ろに
沈殿し 、
しば

しば
手のつ
けられ
ない
ほ
ど
暴れ
回

り 、
私を
側伴させ
るの
だっ
た ・
幸

せ
なこ
とに 、
私が
それで
も
沈没せ

ずに
生きてこ
られ
たのは 、
この
地

上に
は
きわめ
て
僅かだが
私と
同じ

感受性を持つ
魂が
棲息してい
るこ

と
を
知っ
たか
らで
ある 。
二
十
淑の

こ
ろ 、
私は
そうした
魂が
曾き記し

た
本に
巡
り

会い 、
「

あ
あ 、
自
分は

正しかっ
たの
だ！」
と
叫ぴ 、
調棋の

出るほ
ど
肺惜しかっ
た 。
サル
トル

の

可
分
別ざか
り』（人
文容院〉
の
主人

＊
ス
タ
ン
ダ
l
ル
『
恋
愛
論
（
上・

下）
』
（
原
亨
吉
・

字
佐
見
笑
治
訳 、

角

川文庫〉
＊
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
『
マ
ゼ
ラ
ン』
（
関
繍

生
・

河
原
忠
彦
訳 、

み
す
ず
書
房〉

多感な
高校生の
こ
ろ 、
そして
浪

人
生活の一
年
聞に
読み
耽っ
た
本が

今で
も心の
紐に
なっ
てい
る 。
私の

郷恩の
松本深志
高校では 、
当
時 、

英絡の
ほ
かに
ドイ
ツ
跨と
フ
ランス

径が
正
阿部と
して
あっ
た 。
そこ
で
私

は
高校二
年生か
らフ
ランス
需
を
選

択し 、
大
学受験もフ
ランス
語で
行

っ
た 。
大
学では
中国
憶を
専攻し 、

やが
て
中国研
究の
逝を目
指すこ
と

に
なっ
たが 、
あのと
ろは
もっ
ぱ
ら

フ
ランス
文化に
慣れ 、
フ
ランス
文

学を読み 、
シャ
ン
ソン
を
歌うとい

う
生活で
あっ
た 。
フ
ラ
ン
ス絡の
恩

師・
並

木康彦先生の
存在の
放で
あ

っ
たと
もい
えよ
う 。

モ
！パツ

サン
の
『

水の
上』
は 、

数々
の
美しい
短
編小
説を残しなが

ら
も
精神面で
苦
悩の
多かっ
た
著
者

か
こ

が一
人の
舟子っ
きのヨッ
ト
「ベ
ラ
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公マ
チ
ウの
脳
髄の
中に
は 、
恋
人に

字ませ
た
子をお
ろ
す
資金を得る
た

めに
奔
走
し
て
い
な
が
ら 、
絶
え
ず

「
俺は
死ぬ」
とい
う
言
葉が
ぶ
ん
ぶ

ん
飛び
交っ
てい
る 。
彼に
とっ
て 、

人
生は
ただ
ただ
「無

用L
なの
で
あ

り 、
彼は
それ
を
確認する
ため
だ
け

に
生きてい
るの
だ 。
カ
ミュ
の
『太

陽
の
餓
歌
カ
ミ
ュ
の
手
枯
｜｜
1』

（新
潮社）
か
らは 、
死
すべ
き
者と

い
う
残酷な
運命に
投げ
込まれ
た
青

年の
其慾な
坤き
声が
閉
さえ
る 。
そ

し
て 、
「た
ま
た
ま
地上に
ぼ
く
は
生

まれ
た」
で
始
ま
り 、
「ぼ
くは
死
ん

で
埋
葬された」
で
終わ
る
待を
基調

に
する
ク
レ
ジ
オの

『

愛
す
る
大
地
』

（新
潮社〉
は 、
南
仏の
太
陽に
照
ら

され
てこの
残酷
さだ
けを
噛み
しめ

て
生きる
男の
物
跨で
あ
る 。
こ
うし

た
曾物が
私の
「

血と
な
り
肉と
なっ

た」
か
ど
うかは
疑問で
あるが 、
自

分の
問題
を共有で
きる
魂を
留物の

中に
発
見で
きて 、
私は
ここ
まで
自

滅せ
ずに
生き続けてこ
られ
たの
か

もしれない ．
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